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東京理科大　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てよい。　　　　　　

を満たすことを用いがならば自然対数の底求めよ。ここで、必要

の値をびそれぞれのときのの最大値と最小値およにおける≦≦　　

の式でかけ。をてのとき、積分を実行し≦≦　　

の値を求めよ。および　

。対数は自然対数とする

だし、によって定義する。た　　を　の関数
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